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 会   議   録 

１ 会議名 

  令和 4年度第 9回吉川区地域協議会 

２ 会長挨拶 

３ 議題（公開・非公開の別） 

・報告事項（公開） 

（１）会長報告 

（２）委員報告 

（３）事務局報告 

・協議事項（公開） 

（１）自主的審議事項 

（２）その他 

・総合事務所からの諸連絡について（公開） 

・その他（公開） 

４ 開催日時 

  令和 4年 10 月 20 日（木）午後 6時 30 分から午後 7時 30 分まで 

５ 開催場所 

  吉川コミュニティプラザ 3 階 大会議室 

６ 傍聴人の数 

  0 人 

７ 非公開の理由 

  なし 

８ 出席した者（傍聴人を除く。）氏名（敬称略） 

・委 員：五十嵐豊、薄波和夫、佐藤 均、関澤義男、高野幸夫、橋爪正平、平山

浩子、山岸晃一 

・事務局：吉川区総合事務所 

風間所長、平山次長（総務・地域振興グループ長兼務）、渡邉市民生

活・福祉グループ長（教育・文化グループ長兼務）、平原総務・地域

振興グループ班長、霜鳥総務・地域振興グループ主任 

９ 発言の内容（要旨） 

【平山次長】 
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 ・会議の開会を宣言 

 ・委員 8人の出席を報告 

 ・上越市地域自治区の設置に関する条例第 8 条第 2 項の規定により、委員の半数以上

の出席を確認、会議の成立を報告 

・会議録の確認：橋爪委員 

【山岸会長】 

・挨拶 

【平山次長】 

 ・議長の選出について、上越市地域自治区の設置に関する条例第 8 条第 1 項の規定に

より山岸会長から議長を務めていただく。 

【山岸会長】 

・次第の３報告事項⑴会長報告であるが、10 月 5 日、社会福祉協議会の第 4回吉川区

地域福祉活動計画検討委員会が開催され出席した。社会福祉協議会のスローガン実

現に向け、4班のグループワークを行った。今後 2回開催予定である。 

 ・10 月 15 日、16 日に尾神そば早食い選手権とパラグライダーの全国規模の大会が開

催された。 

【山岸会長】 

（次第の３⑵委員報告の案件は、無かった。） 

 ・次第の３⑶事務局報告に入る。 

【風間所長】 

 ・第 14 回越後くびきの 100 ㎞マラソンの開催結果について説明。吉川区からは 117 人

のボランティアの協力をいただいた。 

【山岸会長】 

 ・年々、ボランティアの人数が減少し、厳しくなっているため、今後検討していただき

たい。 

 ・次第の４⑴自主的審議事項、地域活性化の方向性についてに入る。 

【平原班長】 

・資料 1のとおり説明 

【山岸会長】 

・地域活性化の方向性は今年度と来年度の検討を経て完成を目指して進めている。今

回は、7名分の提案が上がっているが、今後、他の委員の提案も合わせて、形にして
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行きたい。 

【佐藤副会長】 

 ・提案の締め切りがあったと思う。今日も欠席者もあるが少し反省していただいて、

文書を提出しないのでは、全く進まないと思った。 

【山岸会長】 

 ・地域活性化の方向性の提案が未提出の委員は早急に提出していただきたい。 

 ・次第の４⑵その他「道の駅よしかわ杜氏の郷」「尾神岳」周辺の活性化についてに入

る。 

【平原班長】 

・資料 3のとおり説明 

【髙野委員】 

・意見交換を行う団体に吉川観光協会は入れないのか。 

【風間所長】 

・まず、道の駅単体を考えて、所在する事業所の現状を把握したい。その後、支援や協

力ができるのかを商工会、観光協会、町内会などと共に意見交換をしていきたい。 

【五十嵐委員】 

 ・今、杜氏の郷は運営主が変わろうとしている立場で話ができるか。 

【風間所長】 

 ・現状を把握するため参加していただく。 

【山岸会長】 

 ・以前から行政で行っていた協議会もあるので、行政側もオブザーバーとして参加さ

れるが、やってこられた分も含めて把握したい。 

 ・次第の４⑵その他 視察研修についてに入る。 

【平原班長】 

・資料 2のとおり説明 

【山岸会長】 

 ・他区への視察は平日となる。視察先の選定及び日程の設定で多数決を採る。 

（視察先の選定については、道の駅が 6人、農業団体が 1人、まちづくり振興会が 2人

の挙手があった。日程の設定については、平日が 3 人、休日が 1 人、希望なしが 1

人、11 月、12 月は参加できないが 1人の挙手があった。） 
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【五十嵐委員】 

 ・道の駅は、休日は混雑するのではないか。 

【山岸会長】 

 ・11 月 24 日木曜日、道の駅の視察で日程調整する。 

 ・次第の４⑵その他 「各部会の活動（報告）について」に入るが、各部会の報告をお

願いする。 

 （部会からの報告は無かった。） 

【山岸会長】 

 ・任期も後 1 年余りであり、意見書なり委員会が提案し元気が出る事業とすることも

できる。 

 ・元気が出る事業は地域独自予算に吸収されたのか。 

【風間所長】 

 ・元気が出る事業も活動団体に交付するので、地域独自予算とあまり変わらない。 

【山岸会長】 

 ・地域独自予算はソフトだけであるが、元気が出る事業はハードも含めてよいと認識

しているが。 

【風間所長】 

 ・現在の仕組み上、元気が出る事業でハードも含めてよいことになっている。 

【山岸会長】 

・11 月 24 日までに、意見書か提案に結び付く形に部会としてまとめて、報告していた

だきたい。難しい課題ではあるが、正副会長や事務局にも相談していただきたい。 

 ・次第の５総合事務所からの諸連絡についてに入る。 

【平原班長】 

 ・頸北地区地域協議会合同研修会が 11 月 19 日午後 2 時から、大潟区の体操施設ジム

リーナを会場に開催される。 

 ・第 7 次総合計画（案）市民説明会が 10 月 5 日午後 6 時 30 分から上越文化会館中ホ

ールを会場に開催された。10 月 1 日から 30 日まで行うパブリックコメントに合わ

せて、市民への周知と理解促進を図ることを目的に開催された。来場者は 38 人。今

後、寄せられた意見について、関係部局と調整を図る。 

【渡邉市民生活・福祉グループ長】 
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・前回の地域協議会において健康づくり推進課が説明した吉川保健センターの用途変

更について、スケジュールに変更があったので報告する。前回、10 月に地域協議会

に諮問、12 月には条例改正を議会に提案と説明したが、他区の施設の用途変更に当

たり設備面での調整が必要となり、遅れることとなった。 

【平原班長】 

・新市建設計画の変更に係る答申である。前回の協議会で、当委員会からは「支障な

し」の答申をいただいたが、全ての協議会からの答申が出揃う 11 月の協議会で答申

を受けた市の回答・通知を提出させていただく。 

 ・その他配付資料について説明 

【薄波副会長】 

 ・保健センターの設備面での調整とは、具体的にどのようなことか。吉川区保健セン

ターは問題ないか。 

【渡邉市民生活・福祉グループ長】 

 ・他区の保健センターの設備で課題が見つかったとのことであり、詳細は不明である。 

【山岸会長】 

 ・次第の６その他 に入る。委員から何かあるか。 

【関澤委員】 

 ・11 月 17 日に「吉川区と上杉家の繋がり」大乗寺遺産保存・伝承・振興事業の開催に

ついて報告 

【山岸会長】 

 ・次回地域協議会の日程は、11 月 24 日（木）18 時 30 分からとする。 

【薄波副会長】 

・以上で第 8回地域協議会を閉会する。 

 

１０ 問合せ先  

吉川区総合事務所 総務・地域振興グループ  

℡:025-548-2311（内線 213） 

                 E-mail:yoshikawa-ku@city.joetsu.lg.jp 

 

１１ その他 

別添の会議資料も併せてご覧ください。  


